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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

多角的な意見交換から、ＪＲの今後のあり方
を深く感じたパネルディスカッション

「チーム公共交通」の輪を拡げ、「チーム地域共創」を提起
した第12回政策シンポジウム

川本会長代行(写真左)の音頭で団結ガンバロー三唱

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
加

盟
単
組
の
組
合
員
に
加
え
、
有

識
者
や
Ｊ
Ｒ
四
国
を
は
じ
め
と

す
る
Ｊ
Ｒ
各
社
、
高
松
市
、
そ

し
て
交
運
労
協
に
集
う
他
産
別

の
仲
間
等
５
５
０
人
を
超
え
る

参
加
者
の
も
と
、
「
チ
ー
ム
地

域
共
創
」
の
形
成
に
向
け
た
闊

達
な
討
議
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
準
備
単
組
代
表
と
し

て
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
中
濱
斉
執
行
委

員
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
）
か

ら
は
、
四
国
・
香
川
の
紹
介
も

交
え
つ
つ
、
公
共
交
通
を
取
り

巻
く
環
境
と
課
題
認
識
、
そ
し

て
今
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
趣

旨
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
主
催
者
代
表
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
松
岡
裕
次
会
長
は
、

「
チ
ー
ム
公
共
交
通
の
形
成
を

提
唱
し
て
２
年
。
日
本
の
交
通

は
、
事
業
者
の
独
立
採
算
制
原

則
が
根
っ
こ
に
あ
り
、
事
業
者

間
の
利
害
対
立
や
、
行
政
間
の

温
度
差
、
地
域
間
の
意
識
の
差

等
が
壁
と
な
り
、
前
に
進
ん
で

い
る
の
は
ま
だ
わ
ず
か
な
地
域

の
み
。
今
、
何
を
す
る
べ
き
な

の
か
、
い
か
な
る
取
り
組
み
や

改
革
が
必
要
な
の
か
」
と
参
加

者
へ
呼
び
か
け
た
。

　

来
賓
に
は
、
中
央
交
運
労
協

髙
松
伸
幸
事
務
局
長
か
ら
も
ご

出
席
頂
き
、
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
た
。

知って活かそうワークルール40

１　使用者と労働者との間で、終業時刻後に働いても労働時間
　とは扱われないと合意していた場合であっても、終業時刻後
　に上司の指示で仕事をしていたならば、その時間は労働時間
　として扱う必要がある。
２　終業時刻後に実施される研修会に参加した時間は、会社の
　事業場内で行われる場合には、常に労働時間になる。
３　公共交通機関を使って出張した場合、出張のための移動時
　間は原則として労働時間になる。
４　営業車を運転して会社の営業所から客先の事業所に移動し
　た時間は労働時間にあたる。

　

10
月
17
日
、
高
松
市
内
に
て
『
鉄
道
特
性
の
発
揮
、
公
共
交

通
の
持
続
的
な
発
展
に
む
け
て 

〜｢

チ
ー
ム
公
共
交
通｣

の
輪
を

拡
げ
、
そ
し
て｢

チ
ー
ム
地
域
共
創｣

の
形
成
を
！
〜
』
を
テ
ー

マ
に
、
第
12
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
・
半
井
真
司
代
表
取
締

役
社
長
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
・
加
藤
博
和
准
教
授
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
特
別
講
演
を
頂
い
た
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
を
題

材
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。
ま
た
、
単
組

か
ら
の
取
り
組
み
報
告
を
受
け
、
そ
の
後
、
「
鉄
道
特
性
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
間
答
申
の
骨
子
を
報
告
し
た
。

  
◆
第
一
部　

特
別
講
演

  

◆
第
二
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ｑ　労働基準法上の労働時間について、正しいものをすべて選び
　　なさい。

Ａ　

２
は
会
社
が
参
加
を
義
務

　

付
け
た
研
修
な
ら
労
働
時
間

　

に
な
る
が
、
社
内
で
行
わ
れ

　

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
必
ず

　

し
も
参
加
義
務
が
あ
る
と
は

　

言
え
ず
、
常
に
労
働
時
間
と

　

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

３
は
、
出
張
先
ま
で
移
動
す

　

れ
ば
よ
い
だ
け
で
、
別
の
場

　

所
に
立
ち
寄
っ
た
り
、
移
動

　

中
に
仕
事
以
外
の
作
業
（
読

　

書
や
居
眠
り
）
を
し
て
も
か

　

ま
わ
ず
、
労
働
か
ら
解
放
さ

　

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ

　

れ
に
対
し
４
は
、
自
ら
車
を

　

運
転
し
て
客
先
に
向
か
う
こ

　

と
は
「
使
用
者
の
指
揮
命
令
」

　

の
下
に
あ
り
、
労
働
時
間
に

　

な
り
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
解
答
は
、
１
と
４

　

に
な
り
ま
す
。

【
正
答
率
21
・
３
％
】

（
２
０
１
４
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定

　

過
去
問
よ
り
出
題
）

Ｊ
Ｒ
四
国

半
井
真
司
代
表
取
締
役
社
長

「
四
国
家
の
一
員
と
し
て 

〜

わ
ざ
わ
ざ
乗
り
に
来
て
頂
け
る

鉄
道
を
め
ざ
し
て
〜
」

　

四
国
エ
リ
ア
で
は
、
急
激
に

高
齢
化
と
人
口
減
少
、
そ
し
て

高
速
道
路
網
の
発
達
等
に
よ
っ

て
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環

境
は
極
め
て
厳
し
く
、
鉄
道
特

性
の
発
揮
が

困
難
に
な
っ

て
い
る
現
状

を
紹
介
頂
い

た
。
そ
の
中

で
、
Ｊ
Ｒ
四

国
が
地
域
と

の
共
生
・
連

携
を
明
確
に

打
ち
出
し
、

沿
線
自
治
体

や
地
域
住
民

と
と
も
に
、
地
場
産
業
・
観
光

と
の
連
携
、
交
流
人
口
増
加
等

の
各
種
施
策
を
図
っ
て
い
る
事

例
が
紹
介
さ
れ
た
。

名
古
屋
大
学
大
学
院

加
藤
博
和
准
教
授

「
『
チ
ー
ム
公
共
交
通
』
形
成

に
不
可
欠
な
、
Ｊ
Ｒ
に
期
待
さ

れ
る
役
割
」

　

「
鉄
道
特
性
を
発
揮
す
る
こ

と
が
極
め
て
困
難
な
エ
リ
ア
」

に
お
け
る
交
通
政
策
の
あ
り
方

に
焦
点
を
当
て
、
具
体
的
な
事

例
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、「
チ
ー

ム
公
共
交
通
」
の
形
成
に
向
け

て
、
Ｊ
Ｒ
の
あ
り
方
、
今
後
や

る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
の
鋭
い

指
摘
を
頂
い
た
。
な
か
で
も
、

「
全
て
の
関
係
者
が
対
等
に
、

で
き
る
こ
と
を
や
る
」
な
ど
、

地
域
の
公
共
交
通
会
議
・
協
議

会
へ
の
積
極
参
加
の
必
要
性
な

ど
、
鋭
く
そ
し
て
熱
い
講
義
を

頂
い
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
小
川
淳

也
衆
議
院
議
員
、
名
古
屋
大
学

大
学
院
の
加
藤
博
和
准
教
授
、

私
鉄
総
連
の
池
之
谷
潤
交
通
政

策
局
長
、
高
松
市
市
民
政
策
局

の
板
東
和
彦
交
通
政
策
課
長
、

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
上
村
良
成
総

合
組
織
・
政
策
局
長
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
専
修
大
学

の
太
田
和
博
教
授
（
Ｊ
Ｒ
連
合

Ｐ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
の
司
会

で
進
め
ら
れ
た
。

　

全
国
で
活
動
を
展
開
す
る
私

鉄
総
連
と
先
駆
的
な
公
共
交
通

政
策
を
展
開
し
て
い
る
高
松
市

よ
り
、
組
織
と
し
て
の
取
り
組

み
内
容
の
紹
介
が
な
さ
れ
、
闊

達
な
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
・
延
時
勝
敏

副
委
員
長
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
・
宮

野
勇
馬
政
策
・
調
査
部
長
か
ら

は
、
単
組
で
の
取
り
組
み
報
告

と
合
わ
せ
、
政
策
実
現
に
向
け

て
の
課
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
政
所
政

策
・
調
査
部
長
が
、
「
日
本
の

公
共
交
通
の
あ
り
方
」
を
テ
ー

マ
に
活
動
を
展
開
し
て
き
て
い

る
「
鉄
道
特
性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
中
間
答
申
の
骨
子
を

報
告
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
政
策
委

員
長
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
荻
山

す
く
示
す
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

議
事
で
は
執
行
部
の
提
案
に

対
し
て
、
６
産
別
の
委
員
か
ら

制
度
・
政
策
課
題
を
中
心
と
す

る
発
言
が
あ
り
、
「
２
０
１
７

年
度
活
動
計
画
」
「
２
０
１
７

年
度
予
算
案
」
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
そ
の

ほ
か
、
役
員
の
欠
員
に
伴
う
補

充
選
挙
、
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア

ゲ
応
援
団
！ 
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る
特
別
決
議
」

の
採
択
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
で
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
、
「
底
上

げ
・
底
支
え
」
「
格
差
是
正
」

の
流
れ
を
持
続
さ
せ
、
社
会
に

広
が
り
を
持
っ
た
運
動
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認

し
合
っ
た
。

る
こ
と
を
国
民
・
有
権
者
に
明

確
に
示
す
こ
と
が
最
も
肝
要
。

民
進
党
が
め
ざ
す
社
会
像
や
国

の
方
向
性
を
国
民
に
分
か
り
や

年
３
月
に
結
党
し
た
民
進
党
に

は
、
「
目
先
の
利
益
に
と
ら
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
責
任
を
持
っ

て
政
権
を
担
い
う
る
政
党
で
あ

　

連
合
は
、
10
月
14
日
、
福
島

市
で
第
73
回
中
央
委
員
会
を
開

催
し
、
２
０
１
７
年
度
の
活
動

方
針
を
決
定
し
た
。
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

格
差
社
会
！
す
べ

て
の
働
く
者
を
連
合
の
輪
へ 

『
安
心
社
会
』
を
切
り
拓
こ

う
！
」
を
基
調
に
、
運
動
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
全
体
で
再
確

認
し
た
。

　

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

神
津
里
季
生
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
①
被
災
地
の
復
興
・
再
生

に
向
け
て
、
②
参
議
院
選
挙
と

政
治
の
課
題
に
つ
い
て
、
③
現

下
の
政
策
運
営
と
「
働
き
方
改

革
」
に
つ
い
て
、
④
春
季
生
活

闘
争
に
つ
い
て
、
⑤
ク
ラ
シ
ノ

ソ
コ
ア
ゲ
に
向
け
た
組
織
力
・

発
信
力
の
強
化
等
に
つ
い
て
所

信
を
示
し
た
。
と
り
わ
け
、
今

市
朗
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
）
よ
り
、
「
チ
ー

ム
公
共
交
通
」
の
輪
を
拡
げ
、

そ
し
て
「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」

を
実
現
す
る
べ
く
、
全
て
の
組

合
員
、
関
係
者
が
主
体
的
に
組

織
的
に
、
連
携
・
協
力
を
行
っ

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
健
全
で

建
設
的
な
労
使
関
係
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
相
互
確
認
・
共
有

化
が
促
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
今
後
も
、
よ
り

広
く
強
く
内
外
に
訴
え
、
う
ね

り
を
創
り
出
す
取
り
組
み
を
継

続
的
に
展
開
し
て
い
く
。
鉄
道

特
性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

設
置
趣
旨
で
も
あ
る
、
Ｊ
Ｒ
を

は
じ
め
と
し
た
交
通
・
運
輸
労

働
者
が
将
来
に
亘
り
誇
り
を
持
っ

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
産
業
環

境
を
構
築
し
、
日
本
経
済
・
社

会
へ
の
貢
献
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
中
長
期

的
視
点
に
立
っ
て
政
策
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

2016年「年末手当」要求状況表（10月31日現在）

単組名
2016年 2015年

要求日 要求内容 要求日 要求内容 妥結日 妥結内容

ＪＲ北労組 10月31日 2.4ヶ月
12/14支払 10月28日 2.8ヶ月

12/11支払 11月27日 2.03ヶ月
12/14支払

JREユニオン 10月26日 3.4ヶ月
12/2支払 10月26日 3.33ヶ月

12/4支払 11月17日 3.18ヶ月
12/4支払

JR東海ユニオン 10月12日 3.1月
12/9支払 10月15日 3.1月

12/10支払 11月6日 3.0ヶ月
12/10支払

JR西労組 2月8日 年5.7ヶ月
※年5.48ヶ月で妥結済 2月5日 年5.7ヶ月 3月18日

（年5.38ヶ月）
2.69ヶ月
12/10支払

JR四国労組 10月18日
2.3ヶ月

（55歳以上＋3万円）
12/7支払

10月15日
2.3ヶ月

（55歳以上＋3万円）
12/4支払

11月17日 1.87ヶ月
12/4支払

JR九州労組 9月21日
3.0ヶ月
12/9支払

55歳以上の加算措置
10月1日

3.0ヶ月
12/10支払55歳以上の
加算措置

11月20日 2.6ヶ月
12/10支払

貨物鉄産労 2月13日
2.5ヶ月以上

（年4ヶ月以上で夏1.5ヶ
月支給との差分）

2月13日
2.64ヶ月

（年4ヶ月で夏1.36ヶ
月支給との差分）

11月25日 1,48ヶ月
12/7支払

  

◆
第
三
部
〜
第
四
部 

Ｊ
Ｒ
２
単
組
と
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
の

                              

報
告
・
課
題
提
起

第
12
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」の
輪
を
広
げ
、「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」の
形
成
を

第
12
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
チ
ー
ム
公
共
交
通
」の
輪
を
広
げ
、「
チ
ー
ム
地
域
共
創
」の
形
成
を

連合第73回中央委員会

「底上げ・底支え」「格差是正」を持続
̶ 福島の地で被災地復興を祈念 ̶



ＪＲ連合平成28年（2016）11月1日

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 531号（２）

女性が働く課題解決向け矢田参議院議員（前列中
央）と意見を交わした

国会で質問する山下元議員

男女平等参画推進の取り組み等を意見交換

金融機関研究員との意見交換を行う中山政治部長（中央）
【スペインにて】

　

10
月
21
日
〜
22
日
、
２
０
１

６
連
合
中
央
女
性
集
会
と
第
３

回
Ｊ
Ｒ
連
合
女
性
役
員
意
見
交

換
会
に
各
単
組
本
部
基
本
組
織
・

青
女
組
織
か
ら
女
性
役
員
10
人

が
参
加
し
た
。

い
て
、
一
部
の
管
理
職
に
な
る

女
性
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
人
も
含
め
た
全
て

の
女
性
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
の
必
要
性
が
提
起
さ

れ
た
。
労
働
組
合
が
職
場
の
課

題
を
把
握
し
、
長
時
間
労
働
を

は
じ
め
働
き
方
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
取
り
組
み
な
ど
の
事

例
報
告
が
あ
り
、
女
性
の
労
働

環
境
の
底
上
げ
の
た
め
に
は
基

盤
と
な
る
「
安
心
」
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

集
会
終
了
後
に
は
、
第
３
回

と
な
る
Ｊ
Ｒ
連
合
女
性
役
員
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
各
単
組

で
の
男
女
平
等
参
画
推
進
の
取

り
組
み
や
、

各
種
制
度

な
ど
に
つ

い
て
も
情

報
を
共
有

し
合
っ
た
。

ま
た
、
女

性
組
合
役

員
と
し
て

組
合
活
動

に
お
け
る

悩
み
や
、

女
性
が
参

Ｊ
Ｒ
東
労
組
革
マ
ル
疑
惑
を
国
会
で
追
及

民
主
化
闘
争 

６

特  集 ２
０
１
６
連
合
中
央
女
性
集
会
・
第
３
回
Ｊ
Ｒ
連
合
女
性
役
員
意
見
交
換
会

活
動
へ
の
勇
気
を
も
ら
い
、
視
野
が
広
が
る

　

連
合
中

央
女
性
集

会
で
は
、

今
年
４
月

に
施
行
さ

れ
た
女
性

活
躍
推
進

法
に
伴
い

女
性
が
働

き
続
け
る

た
め
の
労

働
環
境
の

整
備
に
注

目
が
集
ま

る
中
に
お

加
し
や
す
い
活
動
に
す
る
た
め

の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見

を
交
換
し
た
。

　

翌
22
日
は
、
参
加
者
ら
は
国

会
を
訪
問
し
、
７
月
の
第
24
回

参
議
院
議
員
選
挙
で
Ｊ
Ｒ
連
合

も
支
援
し
て
当
選
し
た
矢
田
わ

か
子
参
議
院
議
員
（
電
機
連
合

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
労
組
出
身
）
と

の
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

　

矢
田
議
員
か
ら
は
、
労
組
役

員
出
身
の
女
性
議
員
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
女
性
役
員
と
し
て

女
性
が
働
く
課
題
を
少
し
ず
つ

解
決
し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
た

こ
と
、日
頃
女
性
組
合
員
か
ら

相
談
を
受
け
る
事
柄
を
国
政
レ

ベ
ル
で
改
善
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
な
ど
貴
重
な
お
話
し
を

伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者

ら
は
矢
田
議
員
の
言
葉
に
勇
気

づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
各
々

が
今
後
の
活
動
を
展
開
し
て
い

く
上
で
視
野
の
広
が
り
を
感
じ

る
高
揚
感
を
抱
い
た
。

　

女
性
役
員
意
見
交
換
会
も
３

回
目
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単

組
で
活
動
し
て
い
た
女
性
役
員

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
少
し

ず
つ
構
築
さ
れ
、
活
動
に
も
広

が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
政
策
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。

10
月
16
日
〜
22
日
、
中
山
政
治

部
長
は
第
９
回
海
外
調
査
団
と

し
て
連
合
に
集
う
他
産
別
の
仲

間
ら
と
と
も
に
、
ス
ペ
イ
ン
の

首
都
マ
ド
リ
ッ
ド
と
イ
タ
リ
ア

の
首
都
ロ
ー
マ
を
訪
問
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
大
手
銀
行
グ
ル
ー

プ
の
ビ
ル
バ
オ
・
ビ
ス
カ
ヤ
・

ア
ル
ヘ
ン
タ
リ
ア
銀
行
（
Ｂ
Ｂ

Ｖ
Ａ
）
と
、
イ
タ
リ
ア
国
際
問

題
研
究
所
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
中

央
銀
行
の
各
研
究
員
ら
と
、
イ

ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
の
影

響
や
、
両
国
が
取
り
組
ん
だ
財

政
政
策
や
労
働
市
場
改
革
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

ま
た
、
併
せ
て
両
国
の
日
本
大

使
館
を
訪
問
し
、
両
国
内
の
諸

情
勢
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も

行
っ
た
。

　

両
国
は
と
も
に
Ｅ
Ｕ
に
所
属

し
て
お
り
、
欧
州
中
央
銀
行
に

よ
る
金
融
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
、

ユ
ー
ロ
安
に
よ
る
輸
出
の
下
支

え
な
ど
か
ら
景
気
改
善
の
傾
向

に
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
２
０

１
１
年
以
降
、
経
済
危
機
克
服

に
む
け
て
増
税
と
財
政
緊
縮
政

策
を
実
施
し
、
金
融
改
革
や
労

働
市
場
改
革
な
ど
の
構
造
改
革

を
行
っ
て
き
た
結
果
、
現
在
は

経
済
状
況
が
改
善
し
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
も
２
０
１
１
年

以
降
に
財
政
健
全
化
策
を
は
じ

め
、
労
働
市
場
改
革
、
経
済
成

長
策
、
歳
出
見
直
し
等
の
政
策

を
実
施
し
、
２
０
１
５
年
は
プ

ラ
ス
成
長
と
な
り
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
両
国
と
も
に
失
業
率
は
高

水
準
で
、
特
に
ス
ペ
イ
ン
の
若

年
層
の
失
業
率
は
48
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
両
国
と
も
に
構

造
改
革
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
労
働
市
場
改
革
で
は
、
現
在

日
本
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る
解

雇
規
制
の
緩
和
を
断
行
し
て
お

り
、
少
な
か
ら
ず
国
民
・
労
働

者
か
ら
の
政
府
に
対
す
る
不
信

感
は
高
ま
っ
て
い
る
と
の
話
も

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
単
組
の
皆
々

様
か
ら
の
温
か
い
ご
指
導
を
頂
戴
出
来

れ
ば
幸
甚
で
す
。

　

大
阪
駅
へ
お
越
し
の
機
会
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

【
執
行
委
員
長　
　

白
記　

宏
之
】

　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
労
働
組

合
は
、
２
０
１
４
年
５
月
に
結
成
し
た
、

３
年
目
を
迎
え
た
ば
か
り
の
、
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
労
働
組
合
で
す
。

　

会
社
は
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
直
結
の
利
便

性
の
高
い
都
市
型
ホ
テ
ル
と
し
て
、
日
々

国
内
外
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
執
行
部
16
人
、
組
合
員
数
３
２

８
人
（
男
性
２
１
２
人
、
女
性
１
１
６

人
）
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
日
々
精
力
的

に
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
な

ん
と
言
っ
て
も
、
誕
生
し
て
間
も
な
い

労
働
組
合
で
す
の
で
日
々
、
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
ば
か
り
で
す
。

　

先
ず
は
、
組
合
員
の
為
の
労
働
組
合

で
あ
る
と
い
う
事
を
全
組
合
員
に
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
執
行
部
を
中

心
と
致
し
ま
し
て
、
各
部
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
定
期
的
に
開
催
し
、
意

見
交
換
、
情
報
交
換
の
中
で
、
日
頃
皆

が
抱
え
る
問
題
等
を
拾
い
集
め
て
、
会

社
へ
の
改
善
要
求
も
含
め
、
問
題
解
決

ＪＲ大阪駅に直結するホテルグランビア大阪
（手前）

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の

点
に
つ
い
て
も
御
報
告
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
政
府
参
考
人
（
警
察
庁
警
備

局
長
）

　

革
マ
ル
派
が
国
労
の
役
員
宅

や
Ｊ
Ｒ
連
合
傘
下
の
Ｊ
Ｒ
西
労

組
役
員
宅
に
侵
入
し
た
事
件
を

検
挙
し
た
り
い
た
し
ま
し
た
一

方
、
Ｊ
Ｒ
総
連
東
労
組
内
に
お

け
る
革
マ
ル
派
組
織
の
実
態
に

つ
き
ま
し
て
解
明
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
こ
う
し
た
警
察

活
動
を
通
じ
ま
し
て
、
警
察
と

し
ま
し
て
は
御
指
摘
の
労
働
組

合
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
）
に
対
し
て

革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て
い

る
と
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

◆

　

こ
の
質
問
を
皮
切
り
に
、
国

会
で
も
こ
の
問
題
が
繰
り
返
し

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

政
府
や
警
察
は
そ
の
都
度
Ｊ
Ｒ

総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
へ
の
革
マ

ル
派
の
浸
透
を
明
確
に
答
弁
し

て
い
る
。

の
対
立
動
向
に
絡
み
ま
し
て
非

公
然
部
門
に
よ
る
違
法
行
為
も

引
き
起
こ
し
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
平
成
７
年
の
10
月

ご
ろ
に
、
電
話
の
盗
聴
を
目
的

と
し
ま
し
て
鉄
労
友
愛
会
議
議

長
宅
に
対
す
る
電
気
通
信
事
業

法
違
反
事
件
等
、
そ
れ
か
ら
ま

た
盗
聴
器
の
設
置
、
資
料
の
窃

取
を
目
的
と
し
ま
し
て
平
成
８

年
８
月
に
国
労
書
記
長
宅
へ
の

住
居
侵
入
事
件
を
、
同
じ
く
11

月
に
Ｊ
Ｒ
の
西
労
組
委
員
長
宅

へ
の
住
居
侵
入
事
件
を
、
そ
れ

か
ら
９
年
の
５
月
に
国
労
執
行

委
員
長
宅
へ
の
住
居
侵
入
事
件

を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
起
こ
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

警
察
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ら
Ｊ
Ｒ
関
連
事
件
に
関
し
ま
し

て
、
こ
れ
ま
で
革
マ
ル
派
の
非

公
然
部
門
の
活
動
家
３
名
を
逮

捕
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
４
名

を
指
名
手
配
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
山
下
議
員

　

具
体
的
に
Ｊ
Ｒ
総
連
東
労
組

と
革
マ
ル
派
の
関
係
、
ど
の
よ

○
政
府
参
考
人
（
警
察
庁
警
備

局
長
）

　

Ｊ
Ｒ
内
の
労
組
運
動
に
大
変

強
い
関
心
を
示
し
て
お
り
ま
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
機
関
紙
等

（
革
マ
ル
派
機
関
紙
等
）
に
お

き
ま
し
て
Ｊ
Ｒ
総
連
や
Ｊ
Ｒ
東

労
組
を
支
援
、
擁
護
す
る
記
事

を
掲
載
す
る
な
ど
の
動
向
が
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

革
マ
ル
派
は
、
Ｊ
Ｒ
労
組
内

Ｒ
東
労
組
へ
の
浸
透
が
一
段
と

進
ん
で
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
。
ま
た
、
警
察
当
局
が

摘
発
し
ま
し
た
革
マ
ル
派
の
ア

ジ
ト
か
ら
、
今
も
お
話
が
あ
っ

た
わ
け
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
関
係
の

資
料
が
大
量
に
押
収
さ
れ
て
い

る
、
Ｊ
Ｒ
に
関
す
る
事
件
の
一

部
被
疑
者
を
逮
捕
し
て
捜
査
中

と
も
私
は
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
革
マ
ル
派
の
Ｊ
Ｒ
内

（
旧
民
主
党
・
岐
阜
県
）
が
、

Ｊ
Ｒ
完
全
民
営
化
関
連
で
質
疑

に
立
ち
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
使

関
係
に
触
れ
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の

革
マ
ル
疑
惑
を
は
じ
め
白
河
研

修
セ
ン
タ
ー
問
題
お
よ
び
職
場

規
律
の
乱
れ
な
ど
に
つ
い
て
旧

運
輸
省
と
警
察
庁
を
追
及
し
た
。

◆

〈
山
下
議
員
の
質
問
と
政
府
参

考
人
の
回
答
〉

○
山
下
議
員

　

昨
年
の
１
月
に
公
安
調
査
庁

が
出
し
ま
し
た
「
内
外
情
勢
の

回
顧
と
展
望
」
に
お
い
て
、
Ｊ

　

公
安
調
査
庁
「
内
外
情
勢
の

回
顧
と
展
望
」
や
警
察
庁
の

「
焦
点
（
２
５
８
号
）
過
激
派

集
団
革
マ
ル
派
〜
見
え
て
き
た

そ
の
正
体
〜
」
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ

東
労
組
内
へ
の
革
マ
ル
派
浸
透

に
対
し
て
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
、

つ
い
に
国
会
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ

東
労
組
へ
の
革
マ
ル
疑
惑
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
。

　

２
０
０
０
年
11
月
、
参
議
院

交
通
・
情
報
通
信
委
員
会
に
お

い
て
、
当
時
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
談
会
の
事
務
局
長
で
あ
っ

た
山
下
八
洲
夫
元
参
議
院
議
員

組
織
運
動
に
ど
う
い
う
取

り
組
み
を
し
て
い
る
か
、

Ｊ
Ｒ
内
の
組
合
の
中
で
、

状
況
が
把
握
で
き
て
報
告

で
き
る
範
囲
で
あ
っ
た
ら

御
報
告
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

政策研究フォーラム第９回海外調査団

スペイン・イタリアの
 財政政策・労働市場改革の
                         実態を学ぶ

ホテルグランヴィア大阪労働組合
（ＪＲ西日本連合）

グループ
労組紹介


